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　平成28年１月23日、北海道医師会館にて、「北海道在宅
医療・介護連携推進セミナー」（後援：北海道、札幌市、北
海道医師会、札幌市医師会）を開催しました。
　医師をはじめ、医療ソーシャルワーカー、介護支援専門
員、看護師、行政職員など約180名の方に参加して頂きま

した。このセミナー開催の目的は、地域包括ケアや地域医
療構想を進めていく上で課題である「在宅医療の推進」「退
院支援」について、全道の関係団体が協議し、各地域の活
動に反映させることです。

▶「地域医療構想」目標共有

　シンポジウムに先立ち、大竹雄二北海道保健福祉部地域
医療推進局地域医療課課長より、地域医療構想とこれから
の在宅医療・介護の提供体制について講演がありました。
地域医療構想については、浸透してきているがやや誤解が
あるのではとし、「病床を無理やり減らそうとしている」「と
にかく医療費削減ありき」「“医療”だけのお話しでしょう」
「急性期の陣取り合戦では」「国や道の誘導ではないか」
など具体的な例として示しました。その上で、将来どのよ
うな医療がどのくらい必要になるのかを考え、それに合わ
せた過不足のない体制にすることが必要との見解を示しま
した。
　大竹課長の講演に続き、シンポジウムでは各職能団体の

【講演】「地域医療構想とこれからの在宅医療・介護の提供体制」

　北海道保健福祉部　地域医療推進局　地域医療課　課長　大竹　雄二氏

【シンポジウム】「2025年の在宅医療・介護の具体的課題と戦略を考える」

　北海道医師会　副会長　藤原　秀俊　氏（在宅医療を担う医師対策と医師との連携）
　北海道医療ソーシャルワーカー協会　会長　関　建久氏（在宅医療を推進する退院支援の現状と課題）
　北海道介護支援専門員協会　会長　村山　文彦　氏（居宅介護支援を担う介護支援専門員の現状と課題）

「北海道在宅医療・介護連携推進セミナー」開催
「2025年の在宅医療・介護の具体的課題と戦略を考える」

左から 大竹課長、藤原副会長、関会長、村山会長
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代表が2025年へ向けた取り組みと現状の目標や課題につ
いて意見交換をしました。

▶連携は職種間の領域尊重を

　北海道医師会副会長藤原秀俊氏からは、自院での取り組
みを踏まえ、救急医療から在宅医療（社会復帰）までの実
践についてお話しがありました。また、医師との連携構築
については、普段から顔の見える関係を構築することはも
ちろん、診療時間以外の連携方法の工夫などが重要なポイ
ントであることと、介護支援専門員や本人・家族の希望が
時に医師への「指示」となり伝わってくる時があるとし、
診療や検査・投薬、入退院の判断（指示）は医師が責任を
持って行うことが原則。専門領域を侵す連携はあってはな
らない。互いに尊重して患者支援に当たるべきとの見解が
示されました。この見解に対し、医療機関に対する介護支
援専門員からの指摘もありました。 

▶MSWはQOL指向へシフトした退院支援を

　シンポジウムでは当会会長の関より、当会で介護支援専
門員を対象に行った退院時連絡調査の結果を元に、退院患
者の情報が MSW を通らないケースが一定割合おり、そ
の中に介護サービスなどの連絡・調整が必要な患者がいる
との見解が示されました。
　MSW がこうした患者を漏れなく支援するには限界があ
り、各地域の特性に応じた退院時連絡のルールづくりが必
要である。自身が北見市で行った行政を巻き込んだ連携体
制構築の取組例を元に解説しました。
　多職種連携のアウトラインは地域でデザインできても、
軌道に乗せてシステムとして運用していくには、コーディ
ネート役の存在が不可欠であり、連携調整役としての行政
のリーダーシップが必要だと述べました。

大竹課長のスライドより

関会長のスライドより

大竹課長のスライドより

藤原副会長のスライドより

藤原副会長のスライドより
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▶今こそソーシャルワークの実践力強化

また、来るべく2025年へ向けて、各地域の大きな課題は
共有しながらも、関係職種がただ単に大風呂敷を広げるの
ではなく、ミクロレベルのソーシャルワーク実践を磨き、
患者の QOL を向上させることが、地域の生活者である患
者を支える近道であると強調しました。

▶人材確保と連携の質向上が急務

　北海道介護支援専門員協会会長村山文彦氏より、居宅介
護支援を担う介護支援専門員の現状と課題について、北海
道内の介護支援専門員の配置状況や基礎資格の現状につい
て報告がありました。地域医療構想を踏まえ広大な北海道
において適正な介護支援専門員の配置などの実態把握と、
人財育成の仕組くりが急務であり早急に取り組みたいと述
べました。

◆◇アンケート結果（コメント）※抜粋◇◆
・�連携の取り組みを始めたところでケアマネや訪問看護との関

係の大切さを実感している。システムや電子機器を使った便

利さを利用しつつも顔の見える関係を再確認した。（看護師）

・�国として地域医療構想について具体的な方針が見えづらく、

各自治体に任せていることが多い。� （介護支援専門員）

・�ここでしか聞けない話を聞けて、力をもらった。�（ＭＳＷ）

・�病院に勤務している立場から共感できるところがたくさんあ

った。自分の病院だけが連携不足の問題を抱えているかと思

ったが、実はどこの病院も同じ課題があるとわかった。

� （看護師）

・�改めて患者さん本人の求めているＱＯＬがどこにあるのかを

原点に考えていきたいと思いました。� （医師）

・�今日のような場がもう少し小さいエリアであると良いと思い

ます。� （介護支援専門員）

・�ケアマネを10年やっていますが、これまでに参加した研修、

シンポジウムの中で一番有意義に参加させていただきまし

た。また企画して下さい。（介護支援専門員）

・�医師会との連携が難しく感じる。一緒のテーブルで協議した

い。� （行政）

　今回のセミナーを通して、参加して頂いたた

くさんの方から課題解決の糸口へと繋がるご意

見が多数寄せられました。2025年へ向けて北海

道の医療介護連携をめぐるポイントは、どう連

携するか手段先行の議論ではなく、地域の共通

の問題を解決するために、目的と課題の共有が

重要であることが浮き彫りとなりました。当会

では今後も今回のセミナーのような場を企画し

ていきたいと考えております。�（広報部　川端）

村山会長のスライドより

シンポジウムの様子

関会長のスライドより
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帯広保健所と研修会を共催

第４回札幌市難病医療相談会開催

　２月11日（木）帯広保健所と当協会が共催し、在宅医療に関わる研修会を開催しました。
地域住民、医療・介護従事者、約380名が参加されました。

■ 講演会の様子

　今回は地域住民の皆様に「在宅医療の魅力」を
お伝えしようと、本輪西ファミリークリニック院
長の草場鉄周先生にご講演をして頂き、医療従事
者やご家族によるシンポジウムを開催しました。
　実際の事例などをご紹介するなどして、在宅医
療について正しい理解につながっていく機会にな
ったと思います。
　参加者からは「自宅で看取りを考えているが、
どのようにすれば良いか分からない」などの声も
あり、取り組みを続けることで更に皆さんの理解
を深めていきたいと思います。

　１月31日（日）北海道難病センターにて「平成27年度　第４回札幌市難病医療相談会」が開催されました。
　本相談会は年度４回開催されており、専門医師による講演と医療ソーシャルワーカーによる医療・福祉制
度の説明、個別相談を行っております。今回は「先
天代謝異常症」がテーマで、患者・家族20名が集
まりました。当協会も４名の医療ソーシャルワー
カーを派遣し、医療・福祉制度の説明、個別相談
会に対応いたしました。講演後には参加者の交流
の場として、医師、医療ソーシャルワーカー、患
者（家族）の意見交換が行われました。
　今後も関係団体と協力し、各種相談会などへ積
極的に協力をしていきます。

当協会の活動紹介

講演会の様子

会場の様子


